
第11衷　　　　府　県　別　民　有　池
本表は全国の各市町村（東京都では区）が保管している土地台帳または土地補充課税台帳に登録された土地のうち、地方
税法第5染、第343集及び第344条の規定に上り課税の対象となる土地にかんする各年1月1日現在の数字である。
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気　　　象

第　2　章
■＝F

ヌし

（1）昭和31年の気象概況

昨年10月以後は台風器号が紀伊半島に上陸して北東進して若干の被害があった以外は特筆する異常気象もなく大体

慣調であった。雨量は近畿中部で平年より少く北部と南都では平年より多い目で経過したぅ

本年に入って冬型気圧配置が強くて、日本海閲は昨年より雪が多く、そのため平年より雨量はやや多かったが、寒

さは平年並であった。2月は前月に引き続き冬型の気圧配置が強くて日本海側の降雪多く、太平洋岸も発達した低気

圧の東進で雨量多く、近謹中部のみ平年の半分位であった。3月に入っては日本海から貰気圧がおおうこと多く日本

海側では時雨や降雪がやや多く、太平洋岸では低気温の東進で南部では雨量が多かった。

これらは看■から夏にかけての気象状態が、近年全国的に異常を元しているのと合致している。今年も3月後半から

西日本では天気がぐづつく傾向を示し始め、5月に入ると西日本の太平洋何では梅雨模様の天候が続き、5月下旬に

は全般に平年よりも的刀目早く梅雨に入った。したがって本草の5月は「五月晴れ」の日はほとんどなく、5月中晴

の日は一姫炭に2，3日しかなかった。気圧配置の概況をみると、5月上旬の前半にかけては移動性高気圧はあまり発

達せず、一般に日本海南部を通ることが多かった。二万本革は太平洋高気圧が早くから強くなり、この期間には前線

が本邦の南に渡近して停滞し、弱い低気圧がひんはんに四国沖を東進した。このため山陰地方は比較的天気がよい方

であったが、西日本の表帆特に四国や紀伊半島では天気がぐづっき雨の日が多かった。5月中旬の後半に入ってから

は、やや鍍努な移動性高気圧が本土上を通過するようになり、また一時的ではあるが関東東方海上に出来た高気圧が

発達して本土をおおうこともあったので、西日本刀大気はやや回復し、月始めから北上していた前線もかなり南下し

ていた，しかし5月22［傾努な彦動性高気圧が本邦を遠ざかったあとを追って、東東都海から東進して来た潔梁上ミリ

ノく－ルの供与（圧が九州北部で停滞し、5月23日ごろからは気圧配置は梅雨型となり、西甘木月南岸に牲近して油終世

が現われ、l沌粗相止の四国沖を低気圧が芯んぽんに通過し西口芥■ま連日雨模様の天気となった。

西日本では7月12ヒト平年並に梅雨が明けると気温は急に上昇し、貴高気温ま連日・罰OC以上に遷した。輪に7月下

旬の2引1から暑さは更に厳しくなり、台風　号の接近した8月16日ごろまで連続した，木下8月油単の平均気温は、

大阪管内では一般に平年より1～20C高くかなl－狂著なものであった，なお管内各地の8月甘露罷気温の極値は多

数の測瞑所において過去の1，2，3位の記録を更新している。気圧配置の概況をみると、7月下旬から8月餉半にか

けて、優勢な高気圧が根強く西日本一一帯をおおい、このため西日本一帯は暖気に安配され北方からの寒気は西口木ま

で到達することなく、しかも西日本をおおう暖気は沈蜂が著じるしかった。これらにより西日本では、連日晴天が続

きにわか雨もなく、気温は平年より高い日が続いた。

今回の高温宴雨により中国及び近謎の一部では8月中旬に入ると局地的な水不足が現われ始めたが、8月16－17日

にかけての台風9号による降水で水不足が解消された。

台風9号は西日本刀早天に終止符を打ったが、これを転機として8月下旬に入ると今までの高温案雨はたちまちに

して異常な低温多雨に変じ、その結果農作物に悪影響をもたらした。この低温多雨の現象は特檻中国及び近畿の北部

中部で甚だしく、これらの地方においては平均気温、最低気温極、雨量、降水目数等が、この時期の記録で他に匹敵

気　　　象

すのものがないほどのものがあった，

天気図によれは、棒方面の高気圧は8月中旬のはじめごろから著じるしく発達して、接地万一帝を広くおおってい

たっ　8月17日から1引∃にかけて台風第9号が山陰沖から北海道の東方洋上を北東進したのに伴い、梅方面の能勢な寮

長は台風の後面に伺って急速に流れ出して来た，オホーツク海、あるいはべ－リソグ海西部を経由して南下を続けた

寒気は19日には日本海から各州をおおうにいたり、このため刀日朝は特に甚だしい気温低下をもたらした。なおこの

南下して来た寒気と太平洋高気圧紅伴う暖気との境界にあたる本州南岸ぞいには揚子江流域にのぴる顕著な滴晩が形

成きれた。このため8月下旬の気圧配置はまりたく梅雨型を京し、ことに27日から31日にかけては梅雨の最盛期のよ

うな状態であった。

7月下旬からB月前半にかけての高温豪雨は稲作に好影響をもたらしたが、8月下旬には異常な低温多雨となって

水稲の成育状態が懸念され出したが、9月上旬は再び異常な高温となり、この結果昨年に引き続いての豊作がほぼ決

定的となった。また大阪管内では各所とも、この期間中に9月の最高気温の棒が発見ざれ1各地の測候所でi■ミ本年の

鱈が過去の最高気温青梅の1－3位の記録を更新した。

9月上旬の気圧配置の概況をみると、8月下旬本州南岸沿いに停滞して悪天候をもたらした前線は9月に入ると消

滅し、太平洋高気圧が急激忙その勢力をまし関東東方洋上から広く本邦一帯をおおうにいたった。この状態が上旬一

はい続いたため西日本は連日好天候に恵まれて気温が上昇した。

11月中旬より本邦は西高東低の冬型責圧配置の持続することが多く、たまに東進する気圧の谷も全般的な雨を降ら

すにはいたらず、この傾向は12月中旬に入って更に顕著になり月末ごろまで連続した。このため11月中旬から本邦は

一般に気温は平年以下となり、表日本では温度が降下し、特にu月の中旬以降月末ごろにかけて空気は異拭な乾燥状

態を呈した。降水量も11月10日以後は12月4日と8日に5一皿ミサ捏変の雨があったはかはほとんど雨らしい雨もな

く塞雨状態が稚横した。大阪でのこの期間中の無降水継続日敦をみると、12月9日から2相までの21日間で創立以来

の無降水磯続日数の記録と比較すると今国は第4位である。

異常草．蛭のため表日本の各地では火災の発生が増加し、特にu月の下旬は多かった。大蔽市内の出火件数をみると

平年の約160件に対して今年は2〔冶件の多・きを戻しており、火災件数も全醍43件、羊蹄11件と甚だしく多くなってい

る。大阪の実効湿度は12月に入ると60％台に陛下、更に月半ばには50％台となり16日から27日ごろまで5二一53％とい

う記辞的な乾燥状態であった。

火災発生の増加のはか流行性感冒が全段的i・こ発生したのも12月のl持長であった。流感は11月ごろから亨皇生し治めた

が、特に12月の中旬ごろには大流行し、阪神地方の学校で臨時休校する所が続出した。その後月末ごろに：王気温も上

昇したためか一時下火となった模様である。なお農作物も連日の無降水によりかなりの影響をうけ、変街は発芽状況

が悪く、また冬野菜も生育状態が悪く、特笹年末には需要の激増と重なって市価が著じるしく扇臆した。このほか電

力事膚もかなり悪化した。

以上のように表日本か異状乾燥と寡雨は記録的なものであったが、裏日本特に近畿以東では季節風が卓越したため

表日本とは対称的にu月はほとんどしぐれ、または雪しぐれの悪天が続き、10日，15日，24日ごろを中心とする寒波襲

来時には一般にかなりの降雪があり、滋賀県北部方面では下旬に近年まれな大雪があったっ
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第1衷　　　大　阪　管　区　気　象

本表は「大阪宋泉要覧」によったものである＝

経　　　緯　　　度

東
海面上帯：創立年月日　　　　主要機器位置

度

大阪市生野区勝山通9丁目72：　135．32

（注）　資料　大日反管区気象台。

度　　　メ一十ル　　　　年月日 メートル

水汲気圧計（海面上）　e．C

温　度　計（地面上）　1＿5
椀形風速計（地面上）18．6

34，39　　　　　6．7　　明治15．7．1　自記風圧計（地面上）18．日

雨　量　計（地面上）　0．2

自記雨量計（地面上）　2．7

露場海面上の高さ　　　6．7

第2表　　　大　阪　の　気　象　概　況

本表は「大阪気象要覧」によったものである。気圧はmbであらわしm叫こ換算するには3ノ4をかける。（例）1000mb＝750mm。気温

は亡Cであらわし日平均轡は（3．6．9．12．15，18．21．加持）の8回、最高は0－加持、最低は前日9－当日9時の日界であるや湿度は

相対湿度と呼び月平均位（3．9．15．21時）の4臥最小の自記紙より記入する。重量は0－10の目軌こより日平均値は（3．9．15，21時）

の4回で日平均7．5以上は雲、同乙5東浦は快晴日掛ことる。風速はP／Sで0－加持の全程から日平均値を、最強は10分平均憾、風

向は16万位．風速0．5以下lこ静確とする。降水量は折89時一当日こ9時の日界、毎時の表は0－別特のロ界、単位は水の滑った深さ

をmmであらわす。日照持数は其太陽時に上り、跨以下は分筆hノ10法による。したがって日合計臥4は8時24分の意味である凸

年

平昭　和51与

1月

2

C

4

＝

6

7

8

9

10

11

12

15．2　15．119．110．8

15，315．419．91L5

16．4　　4，7　　8．7　1．1

16．1　　4＿3　　8．8　　0．3

19．2　　8．7　13．4　　4．9

14．8　13．6　18．9　　8．8

13．3　17．7　22＿⊥　14．0

9．6　23．0　27．5　19．4

e．6　2；．8　31．1　23．3

9．7　二茶．7　31．3　22．8

13．8　23．9　28．6　20．4

1日．6　18．2　22，8　14．7

22．0　11．3　16．2　6．8

21．8　　5，6　　9．6　1．2

（至宝）　資料　大反反　区気象台。

74　　　6．0　　　　2．7　　　　NE　　　　29．81，332．4

70　　6．2　　　3．2　　ESE．1臥01，452．9

66　　　5．6　　　　4．e ENE　　　16．8　　27．1

63　　　5．7　　　　4．2　　ESE　　　16．0　　22．6

72　　　6．6　　　　3．1　　　NW　　　14，5　181．3

64　　　6．0　　　　3．i S SW　　　14．9　1〔迫．2

73　　　8．1　　　　2．8　　WSW ll．8　　229．9

74　　　8．0　　　　3．O S SW　　　12．2　196．3

74　　　6，1　　　2．g WSW　　　　9．4　111．4

71　　　5．9　　　　3．C SSW　　　14．7　1〔胞．2

76　　　6．7　　　　2．8　　NNE　　　13．0　282．5

74　　　7．0　　　　3．O SWNE lO．1　1：刀．3

73　　　5．2　　　　2．2　　　　W　　　　9．1　　40．7

60　　　3．3　　　　4．D W　　　13．9　　14．1

63．8　2，1比．9

32．4　2，032．5

2．8　　140．5

3．4　　169．2

12．3　　149．6

7．0　　211．5

11．4　　157．∋

26．2　　156．8

32．4　　210．4

19．1　　213．7

24．0　　156．6

24．1　12二1．7

6．3　　16〔〕．3

2．2　　184．6
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